
保証 書
この製品は。厳密な品質管理及び検査を経てお届け したものです。お客様の正

常なこ使用状態で万一故障 した場合には、お買いあげの販売店に必ず保証書を
提示の上、修理をこ依頼ください。裏面の保証規定により無償で修理いたします。

※印欄に記入のない場合は有効となりませんので、必ず記入の有無を
ご確認ください。
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G P S ／カーロケ胃壁信機
ソーラーJてッテリー方式・受信機能搭載
X ／K 2 バンド高感度レーダー探知機

G P S －6 7 1R 乙

＜ 保証書付＞

」感

G P S －6 7 1 R R をお買いあ

げいただき誠にありがとうござい

ます。

この取扱説明書は本機を正しく

お使いいただくためのガイ ドブッ

クです。ご使用になる前に本書を

よくお読みにな り、内容を十分 に

理解された上でご使用いただきま
すようお願いします。また本書は
いつもお手元においてその都度ご

参照ください。

まず最初に充電します。

初めてご使用になるときは付属のカー電源コー ドを

使い、1 0 時間以上充電してからご使用ください



1 ．

2 ．

3 ．

4 ．

5 ．

6 ．

7 ．

8 ．

9 ．

目次

安全についてのお願いとご注意・‥・

製品の構成‥・‥・‥‥・‥‥‥‥‥・

主な特長‥‥‥‥‥‥‥・‥‥・‥‥

各部の名称とはたらき‥‥‥‥‥‥

電源について‥・‥・

取付方法‥・‥‥‥・

使用方法

1 ．操作方法‥・‥・

アラームブザー メロディ選択

オー トミュー ト機能

ミュー ト機能

オー トアラームカットの使用方法

居眠り防止アシス ト機能

レーダー波を受信すると

2 ．受信機の使用方法・‥・‥‥‥‥‥‥・‥‥‥‥‥‥・

取締連結波の受信（3 5 0 ． 1 M H z ）

カーロケ一夕ーシステムの受信（4 0 7 M H z 帯）

デジタルロケ一夕ーモー ド（ 1 6 0 M H z 帯）

ポリロケ一夕ーモー ド（署活系）

ヘリテレ無線の受信

N システムの受信

トラップゲー トモー ドでの受信アラーム

デジタル受信のパスメモリー機能

コース トアラームカット機能

3 ．G P S 機能の使用方法・‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥・

G P S 機能の使用

G P S 警告動作

ユーザー取締ポイン ト、オリジナルポイン トの登録

ユーザー取締ポイン ト、オリジナルポイン トの消去

G P S アラームカットの設定・消去

G P S 機能の解除

セキュ リティモー ド

故障とお考えになる前に‥・‥‥‥‥・‥・‥‥‥・‥‥‥

主な仕様・‥・‥‥‥・‥‥‥・‥‥‥‥‥・‥‥‥‥‥‥・

・ 1

・ 3

・ 4

・ 6

・ 8

1 0

1 2

1 7

2 5

3 5

3 6

一1 ．安全についてのお願いとご注意■
本製品を安全にご使用いただくには正 しい操作と安全に関する注意事項をお守りい

ただくことが重要です。この取扱説明書の表示には安全に正しく使用し、お客様や他の

人への危害と財産への損害を防ぐために様々な絵表示をしていますこ使用になる前に

これらをよくお読みになり、内容を理解されてから使用 してください。本書、別害に善

かれていない方法での使用は絶対に避けてください。規定外のご使用により発生した

人身、物損事故などについて弊社は一切の責任を負いません。

■絵表示の例

△芸喜喜言霊≡至諾言霊琵琶至芸妄語吾妄言1完三芸芸語く。表示は禁止
⑤

蜃

の内容（左図は分解禁止）を示し、一般の禁止はです。

●記号はしなければならないことを表しています（強制）。（左図は差 し込みプラ

クをコンセン トから抜く）。一般の表示は●です。

△警 告
（ 人身の安全のためにお守 りいただくこと）

○

◎

①

⑤

○

△

魯

■必ず助手席側に取り付けてください。

本機は運転の妨げにならないように必ず助手席例のフロン トガラス付近に

取り付けてください。

また、エアハックの近くに取り付けないでください。

■本機を濡 らさないでください。

水につけたり、水をかけたりしないでください。また、濡れた手で操作 しない

でください。感電・故障の原因となります。

■華を運転中に本機を操作 しないでください。

車を運転中に本機の操作をすることは交通事故の原因になります。運転中の

操作は絶対に避け、安全運転を心がけてください。

■ケースは絶対に開けないでください。

本機は精密部品を多数搭載 しています。分解や改造をカロえますと故障が起き、

また感電の原因となります。

■スピー ドの出しすぎにご注意ください。

本機を取 り付けての走行中のスピー ド違反に関して、弊社は一切の責任を負

いません。交通事故を避けるために安全運転を心がけてください。

■発熱・異臭・発煙を検出 した場合には直ちに使用を中止してください。

これらの異常を検出した場合には直ちに本機の電源を切り、使用を中止して

ください。（カー電源コー ドを使用中の場合には車のシガ…ライターソケッ

トから抜いてください）そのまま使用しますと火災や感電の原因になります。

修理は販売店に依頼 していただき、お客様こ自身での修理は絶対に避けてく

ださい。

－1 －



△注 意
（ けがや本機の故障を避けるためにお守りいただくこと）

①
0

0

0
蜃

■衝撃や強い振動をカロえないでください。

衝撃や強い振動を与えますと精密部品が壊れ、故障の原因になります。

t 動作範囲内の温度条件下でご使用ください。

本棟は－1 0 ℃～ 十6 0 ℃の範囲で動作 します。この範囲外でこ使用にな

りますと故障の原因になります。

■高温時の取り扱いにご注意ください。

本体に長時間直射日光が当たりますとかな り高温になりますので、本機に

触れる際には十分にご注意ください。

■ケースが汚れた場合には、柔らかい布またはティッシュペーパーで拭き取っ

てくだ さい。

シンナー・ベンジン・化学雑巾などを使用 しますとケースが変形するおそれ

があります。また、お手入れの際には必ず本機の電源を切り、カー電源コー
ドを使用中の場合は、車のシガーライターソケッ トから抜いてください。

機能上の制約

○
■日本国内で使用してください。

本機の仕様は日本国内となっています。夕十国では電波方式、電源電圧が異な

りますので使用できません。

■マイクロ波以外を使用したスピー ド取締機からの電波は受信 しません。

本機はマイクロ波を使用 したレーダー方式に対応 した探知機です。赤外線

式、光電管式、ワイヤ式などのスピー ド取締機には対応 していません。

■周囲の環境により電波が受信 しにくい場合があります。

前方に走行中の車（特に大型車）がいる場合やカーブ・坂道などでは電波の

探知距離が短 くなる場合があります。スピー ドの出やすくなる下り坂など

では特に注意してください。また、金属コーティングなどの断熱ガラスを使

用している車も受信 しにくい場合があります。

■取締レーダー波以外の電波を受信することがあります。

取締レーダー波以外にも同じ種頬の周波数を使用している ドップラー式自

動ドア及び車両通過計測器、港湾・航空レーダー、その他電子機器等に対 し
て反応する場合がありますが故障ではありません。

－2 －

2 ．製品の構成
お買いあげいただいたG P S －6 7 1 R R は次の品目から構成されています。

●本機 ‥・

●取付ステー・‥・

●サンバイザークリップ‥・

●両面テープ‥・

●カー電源コー ド‥・

●取扱説明書兼保証書（本書）

トツ

台

七

個

校

本

冊

工場出荷時の設定

工場出荷時点において、各設定は以下のようにされていますので、初めてお使いにな

る場合でも電源を入れるだけでこ使用できます。

なお、各設定は変更できます（ P ．1 2「 7 ．使用方法」を参照）。

－3 －

設 定 項 目 設 定 値 ペ ー ジ

レー ダ ー 感 度 エ クス トラ モ ー ド 1 2

レー ダ ー ア ラ ー ム ブ ザ ー 1 3

オ ー トア ラ ー ム カ ッ ト （A A C ） 4 0 キ ロ 1 3

振 動 セ ン サ ー 感 度 最 高 1 4

居 眠 り防 止 ア シ ス ト機 能 O F F 1 5

取 締 無 線 O N 1 8

カ ー ロ ケ O N 1 9

デ ジ タ ル ・署 活 系 無 線 O N 2 0

ヘ リテ レ無 線　　　　　　　　　　　 ～　　　 O N　　　 ≡　 2 1

N シ ス テ ム ス ー パ ー モ ー ド i 2 1

パ ス メ モ リー 未 登 録 2 2

コ、－ ス トア ラ ー ム カ ッ トポ イ ン ト 未 登 録 2 3

警 告 モ ー ド A L L モ ー ド 2 6

オ リジ ナ ル ポ イ ン ト 未登 録 3 1

G P S ア ラ ー ム カ ッ ト 未登 録 3 3

1 セ キ ュ リテ ィ モ ー ド　　　　　　　 l　　 O F F 3 4



3 ．主な特長
■ゴース トアラームカット機能搭載

G P S 機能を利用し、自動 ドアなど不要な電波によるレーダー誤動作発生位置を自
動的に登録 し、警告アラームをカットします。

（ 自動登録のほか、手動操作による登録も可能です。）

■居眠り防止アシス ト機能搭載

居眠り防止のため、音声による警告を行います。

※本機能は、居眠りを未然に検知 し完全に防止するものではありません。

■日本国内オービス位置をメモ リー

メモリーしてあるオービス位置に接近するとG P S 電波による白車位置測定により

音声で警告 します。

■2 kmオー トサーチ機能

メモリー してあるオ｝ビスの最大2 k m 手前から、ランプの点滅と音声で接近をお
知らせ します。

■G P S 警告の低速ボイスカッ ト機能

メモリー してあるオービス位置への接近時、停車中や低速走行時の不要な警告ボイ

スを自動でカッ トします。

■太陽電池搭載

本機は太陽電池からニッケル水素電池に充電しますので電源コー ド無しで使用でき
ます 。

■X ／K の2 バンド対応

×ハン ドだけでなくK バン ドにも対応。全てのレーダー式スピー ド取締機に対応 し
ます。

■デジタルロケ一夕ーシステム電波（1 6 0 M H z 胃）が受信可能

1 6 0 M H z 帯の警察無線が受信できます（音声でお知らせ）。
■ポリロケ一夕ーシステム電波（U H F 帯署活系）が受信可能

U H F 帯の警察署活系デジタル無線が受信できます（音声でお知らせ）。
■トラップゲー トモー ド搭載

全てのランプの点滅と専用アラームで取締（検問等）の可告巨性が高いことをお知らせ

する ことができ ます。

■速度取締現場の連結無線が受信可能

取締現場で測定係と停止係が交わす無線を受信して受信音と音声でお知 らせします。

■カーロケ一夕ーシステム電波が受信可能

緊急車両に搭載されている白車位置測定情報の電波をキャッチすることにより、い

ち早く緊急車両に進路を譲り安全な走行ができます。（音声でお知らせ）ただし、一部

地域や車両にこのシステムが導入されていない場合があります。

■カーロケ一夕ーシステム電波・デジタル無線発信車輌の接近離反をお知らせ

発信車重両の接近・離反を判断し、音声でお知らせします。

■エクセレントカーロケ一夕ーシステム電波が受信可能

カーロケ一夕ー・デジタルロケ一夕ー・ポリロケ一夕ーの トリプル受信で緊急車輌の

接近検矢口度がさらに向上

－4 －

■ステルス／新H システム対応

新開発のハイゲイン・ホーンアンテナと D ．D ．C ．回路によりクイックレスポンスを
実現。微弱な新H システムやステルス波に鋭く反応します。

※ステルス識別モー ドはステルス型スピー ド取締に完全対応ではありません。

先頭を走行する場合はくれぐれもこ注意ください。

■N システム（自動車ナンバー自動読みとり）システム対応

N システムの設置を専用のランプとアラーム・音声でお矢口らせします。

■ヘ リテレ無線（ヘ リコブター取締連結無線）対応

ヘリコブターから無線中継所に送信される電波をキャッチすることにより、いち早

く事件・事故等の場所を知ることができ、安全な走行ができます。（受信音と音声でお

矢口らせ）ただし、一部地域やヘリコブタ一にこのシステムが導入されていない場合が
あります。

■4 モー ド受信感度切替（レーダー受信感度）

市街地など低速での走行時にはノーマルモー ドに、高速走路や自動車専用道路など

高速での走行時には遠方からのレーダー波もキャッチするエクス トラモー ドにと、

走行状況によりレ¶ダーの受信感度の切 り替えができます。

■セキュリティモー ド搭載

■オー トアラームカッ ト（A A C ）システム搭載

内蔵の振動センサーにより停車中及び低速走行時の不要な警告音をカッ トします。
■オー トパワーオフ

約3 分間振動がない状況が続くと次に振動を感知するまで自動的に電源を切り、電
池の消禾毛を防ぎます。

■オー トミュー ト機能

一定時間レーダー波を受信 し続けると警告音の音量が小さくなります。

■バッテリーローアラーム

電池が消禾毛すると音声でお知らせ します。

■パスメモリー機能搭載

デジタルロケ…クー・ポリロケ一夕ー受信・ヘリテレ無線は不要なチャンネルを回避
できます。

－5 －



ー4 ．各部の名称とはたら寺■－

⑲

（ 釘 ＼

⑰由 ⑬
⑭

⑮

⑳

⑪ 駕媒

（ a

（ 卦

⑱

⑧

＿一 ⑯

①

、①

ー⑦

⑱ ⑰

＼－①

①電源スイッチ（P〔〕W E R ）

本体の電源をO N ／O F Fします。

④レーダー／モー ドスイッチ（R D ／M O D E）

レーダー感度の設定及びG P S 警告のモー ド設定を行います。

④3 5 0 ．1／ヘリテレ／V －S E N S E スイッチ（3 5 0 ．1／ H E L l／ V －S ∈N S E ）

取締無線（3 5 0 ．1 M H z ）及びヘリテレの受信設定を行います。

④メモ／クリア／カットスイッチ（M E M O ／C L E A R ／C U T ）

G P S オリジナルポイントの設定・消去及び G P S プリセットポイン トのアラーム

消去を行います。

⑤デジタル／パス／ナッブスイッチ（D IG I T A L ／ P A S S ／ N A P ）

デジタル無線（V H F ／署活系）の受信設定及びパスメモリーの登録、居眠り防止ア

シス ト機能の設定を行います。

⑥4 0 7 ／ N システムスイッチ（4 0 7 ／ N ）

4 0 7（カーロケ一夕ーシステム）及びN システムの受信設定を行います

⑦ミュート／スピー ドスイッチ（M U T E ／ S P E E D ）

G P S プリセットポイン トの通過速度の参照、及びレーダーアラームミュー ト、アラー

ムテス トを行います。

⑧レーダーランプ（R A D ）

レーダー波を受信すると速い点滅をします。通常時は感度設定状態を点滅表示 しま

す。 － 6 一

⑨G P S ／B A T T ランプ（G P S ／B A T T ）

G P S の受信状態及び電池電圧を点滅表示します。

・ ⑪電源／A A C ランプ（P O W ／A A C ）

A A C の設定及び振動検出状態を点滅表示します。

⑪T R A P ランプ（T R A P ）

検問検知判定時に他の」E D と共にブラッシングして警告 します。

⑫3 5 0 ．1 ／ヘ リテレランプ（3 5 0 ．1 ／ヘ リテレ）

3 5 0 ．1 M H z 受信暗緑色に、ヘリテレ無線受信時に赤色に点滅します。通常時は

デジタルランプ・4 0 7 ／ N システムランプと共に振動センサーの感度設定状態を

点滅表示します。又レーダー受信・G P S 警告時にはレベルメーター表示として機能

します。 （L E V l）

⑱デジタルランプ（D IG l）

カーロケ一夕ーシステム受信時黄色に点滅 します。通常時は 3 5 0 ．1 ／ヘリテレラ

ンプ・4 0 7 ／ N システムランプと共に振動センサーの感度設定状態を点滅表示し

ます。又レーダー受信・G P S 警告時にはレベルメーター表示として機能 します。

（ 」 E V 2 ）

⑭4 0 7 ／N システムランプ（4 0 7 ／N ）

カーロケ一夕ーシステム受信時赤色に、N システム受信時に緑色に点滅します。通常

時は 3 5 0 ．1／ヘリテレランプ・デジタルランプと共に振動センサーの感度設定状

態を点滅表示します。又レ一夕¶受信・G P S 警告時にはレベルメーター表示として

機能します。 （」E V 3 ）

⑯ハイウェイ／シティランプ（H l／ C l）

G P S 警告の対象道路（M O D E 設定）を点滅表示します。

⑯音量調整つまみ（V O L ）

警告アラーム音、音声の音量を調整します。

⑰電源ジャック（D C IN）

充電時などに付属のカー電源コー ドを挿入します。

⑯アラームランプ

レーダー受信・G P S 警告時に点滅します
⑯ソーラーパネル固定ネジ

⑳ソーラーパネル

太陽光がよく当たるように角度を調節して国定します。
⑪取付ステー装着部

－7 －



5 ．電源について
本機はソーラーパネルにより太陽光から内蔵の充電池に充電して使用する製品です。

1 ，ご使用になる前に

初めてご使用になる場合、または長い間ご使矧 こならなかった場合は電源スイッチ
を【亘E □にして、付属のカー電源コードで1 0時間以上充電してからこ使用くだ
さい。

また本機を使用しながら（電源［亘回の状態）充電することができます。

2 ．太陽電池について
●電源が入つていなくても充電されます。

●満充電後は全く充電されない状態で約6 0 時間連続動作 します（受信待受時）。

※受信機のO N ／ O F F により、連続動作時間は変化 します。

●太陽電池で十分な充電ができない場合はカー電源コー ドをご使用ください。

●夏季や冬季の駐車中では車内の温度が極端に高くなった り低くなったりします。

そのため電池の充電時間が変化する場合があります。

●雨天・曇天時や夜間などでは十分に充電することができません。
●ソーラーパネル全面に太陽が当たらないと十分な充電ができません。

3 ．バッテリーローアラーム

電池電圧が低下した場合G P S 測位機能が解除されます。この場合G P S 機能は使用
できませんのでこ主主意ください。

●電圧が低下した場合G P S 機能は動作しません。

●いずれの場合でも太陽電池では十分な充電を行うことはできませんので付属のカー電

源コー ドで充電してください。

4 ．オー トパワーO F F 機能について

停車中や駐車中など振動の少ない状態が約3 分間続くと自動的に動作を停止します。

※次に乗車、エンジン始動など車の振動が大きくなると動作を再開します。

－8 －

5 ．カー電源コー ドで充電・使用するには

付属のカー電源コー ドにより外部電源（車のバッテリー）を
本体に接続し、内蔵の充電池に充電します。

●カー電源コー ドの L 字形プラクを本体の電源ジャックに、

電源プラクを車のシガーライターソケットにそれぞれ差
し込みます。

シガー ライター

ソケ ッ ト
◆■

電源プラク

態 電源ジャック

ノ乙

●カー電源コー ドを使用する場合、車のエンジンが止まっているときは充電されません。

●シガーライターソケットが汚れていると接触不良の原因になりますのでよく掃除して
から取り付けてください。

●力一電源コー ドは必ず付属のものをご使用ください。

6 ．電池の寿命について

本体内蔵の電池は使用状況にもよりますが約3 年が寿命です。

十分に充電しても充電池のみでは長時間作動しなくなった場合は充電池の寿命がき

ています。その場合は付属のカー電源コー ドをご使用になることで通常通 り動作さ
せることができます。

※充電池を交換される場合は本体ことお買いあげの販売店にお持ちになり、交換を
ご依頼ください。

7 ．電池の交換方法

①㊦ ドライバーで電池カバーを留めている

ネジを外します。

②電池カバーを閃けて電池を出します。

電池カバーにはツメが付いていますので

こ主主意ください。

③コネクターを抜きます。

ラジオペンチなどを利用して引き抜いてください。

コー ドを強く引っ張るとコー ドを切断するおそれが

ありますので絶対にコー ドは引っ張らないでください。

④新 しい電池を逆の手順で交換 し、電池カバーを閉じてください。

●本機は専用の電池を使用 しています。安全のために専用電池以外は使用しないでくだ
さい。新 しい専用電池についてはお買い上げの販売店にご相談ください。

△警 告
■高温時の取 り扱いにご注意ください。

本体に長時間直射日光が当たりますとかなり高温になりますので本機に触れる
場合は十分にご注意ください。

－9 －

電池電圧 G P S ／ B A T T ランプ コ±こ　 ＝土＝日　 ノ：＝］

電圧低下 赤・緑色同時点力戎 ”G P S を測位できません。
充電 してください”

使用不可
【

赤色点滅　　 卜’充凱 誤 差にお知らせ



6 ．取付方法
1 ．ダッシュボー ドヘの取付

①付属の取付ステーに、同梱の

両面テープの片面を貼り付けます。

①本機に取付ステーを取り付けます。

③レーダー波受信部が車の進行方向を

向くように左右角度調節ネジを ドライバーで

国定 し、ダッシュボー ドヘ貼り付けます。

④本体の角度を地面と水平になるように調整 し、

上下角度調節ネジを締めてください。

①ソーラーパネルを可動し、太陽光がよく当たる

ように調整してください。

（ 3．ソーラーパネルの開閉方法を参照）

②＼＼＼、J

遥

レーダー波受信部

③左右 ⊂ニ

左右角度調節郡

＼
上下角度調節ネジ

フロ ン ト

ガラス

芝ノ
④上下

雫璽プ忘畠品＿一
夕ッシュボー ド

2 ．サンバイザーへの取付

①取付ステーの上下角度調節ネジを外し、図のように

サンバイザークリップを取り付けます。

①本機に取付ステーを取り付けます。

前後調節部

上下角度調節 ネジ

オ

転売寮葬
①

－1 0 －

上下角度調節 ネジ

n
外す

③助手席側のサンバイザーに挟み込みます。

サンバイザー ③

④本体の角度を地面と水平になるように、

またレーダー波受信部が幸の進行方向を

向くように調節してください。

④
上下

○

レー ダー波受信部

①ソーラーパネルを可動し、太陽光がよく当たるように調節してください。

（ 3．ソーラーパネルの開閉方法を参照）

フロ ン ト

ガラス

戦

●レーダー波受信部の前方に金属やコムなどの障害物がこない場所へ取り付けてくだ

さい。また、本体がフロン トガラスに触れないようにしてください。

●運転の妨げにならない場所に取り付けてください。

●エアハックの近くには取 り付けないでください。

●取付の際に本機が落下しないようにこ注意ください。

●ソーラーパネルに太陽光が十分に当たる場所へ取り付けてください。

3 ．ソーラーパネルの開閉方法

①ソーラーパネル国定ネジを十分にゆるめてソーラーパネルを広げてください。

①ソーラーパネルの角度が決まったらソーラー

パネル国定ネジをしっかりと締めてください。
′′

ゆるむ

●ネジが締まったまま広げますと本機の破損を招きますので十分にこ注意ください。

－1 1 －



7 ．使用方法
初めてこ使用になる場合、または長い間ご使用にならなかった場合は

付属のカー電源コー ドを使用 して内蔵電池に充電 してください。

本機は工場出荷時に初期設定 していますので、初めてお使いになる場合でも、

各種設定をしなくても電源を入れるだけでご使用できます。

初期設定については P ．3 を参照 してください。

且電源を入れます

1
固

・ 電源スイッチをオンにします。
・ アラーム告が鳴り電源／A A C ランプ G P S／B A T T ランニス が点滅 し始めます。

G P S 測位を開始 します
・ G P S測位が確定するまで G P S／B A T Tラン：勒ミ緑色の点滅を繰り返 します。

・ G P S測位が確定すると「ポーン、G P Sを測位しました」とアナウンス し、

G P S／B A T Tランプが消灯します。

※G P S 機能がO F Fに設定されている場合ハイウェイ／シティランプは消灯 し

ています。

※お買い求めいただいて初めてお使いになる場合、G P S 測位が確定するまで

に時間がかかる場合がありますが、製品不良や故障ではありません。あらか

じめこ了承ください。この場合、測位が確定するまで G P S ／ B A T T ラン

プは点滅を続けます。

圏レーダー波の受信感度を設定します

レーダー／モー ドスイッチを 1 回押すとレーダーランプが点灯し、受信感度の

設定を確認できます。 レーダー／モー ドスイッチを2 国連続で押すことにより、

感度が切り替わります。設定された感度をレーダーランプで表示し、音声でお

矢口らせ します。

※レーダー波の受信感度は、通常時もレーダーランプで点滅表示します。

国吉量を調節 します

－1 2 －

1 ．アラームブザー・メロディ選択

レーダー波を受信した場合のアラーム音をブザー（ピッピッ苗）とメロディ（メリー
さんの羊・アルルの女）から選択することができます。

圧ミュート／スピードスイッチを押しながら電源スイッチを［巨頭 にします
・ 操作の度にブザー・メリーさんの羊・アルルの女の順に切り替わります。

・ メロディ選択時はメロディが 1 フレーズ鳴った後通常動作を開始します

2 ．オー トミュー ト機能
レーダー波受信時にアラームレベルメーター全点灯の状態が約 1 0 秒間続くか、

レーダー波を2 0 秒間連続で受信すると自動的に警告音の音量が小さくなります。

3 ．ミュー ト機能

警告動作中に警告音が不要になったとき（レーダー波の発信源がわかっていると

きなど）受信中のレーダー波がなくなるまで警告音をカットします。

冊
一l

園

警告動作中にミュー ト／スピー ドスイッチを押します

ミュー ト機能が働いて警告音が止まります。

ミュー ト機能を途中で解除するには再度ミュー ト／スピー ドスイッチを押します

4 ．オー トアラームカット（A A C ）システムの使用方法

①A A C のはたらき

本機に内蔵されている振動センサーにより振動を検出することで停車中及び低速走

行時は不要なレーダーアラーム毒をカットします。

また、カー電源コー ドを使用し、G P S 測位が機能 している場合は車速に基づき動作

します。

※約3 分間振動のない状態が続くと自動的に動作停」上状態になります。

②A A C の使用方法

メモ／クリア／カットスイッチを押しながら電源スイッチを［萱二回 にします。
操作を行うたび、A A C の機能及び設定速度が変更され、音声でお知らせします。

※O N／O F Fは動作開始時の電源／A A C ランプの点灯色で確認することができます。

A A C ON■赤色点灯

A A C OF Fこ赤・緑色同時点灯

－1 3 －

感　　 度 使 用 状 況 の 例 レ一夕】ランプ コ±二　　 ＝±＝
E∃　　 戸コ

エ クス トラモー ド
高速道路

緑 色
エクス トラモー ドを

高

低

・自動車 専用道路走行 時 設定 しま した

ウル トラモー ド 赤 ・緑 色 同 時
ウル トラモー ドを

設定 しま した 1

ス‾パ‾モ‾ ド　 ヨ 赤 色
スーパーモー ドを

設定 しま した

ノー マルモー ド 市 街 地 走 行 時 消 灯
ノーマルモー ドを

設定 しま した

設　 定　　　　　　　 音　 声 設定速度

O N

A A C を 4 0キロに設定しました 4 0 km／ h

A A C を 5 0 キロに設定しました 5 0 km／ h

A A C を 6 0 キロに設定しました 6 0 km／ h

O F F A A C を解除しました



（ 参勤作確認

皿A A C を［亘団 にします。

1
園

1
圏

1
匡］

1

電源スイッチを入れ最初に電源ランプが赤色に点灯することを確認 します。

赤・緑色同時点灯した場合は一旦電源を切り、”（B のA A C の使用方法”に基づいて

A A C の設定を切り替えてください。

華を走行させます

車を走行させて電源ランプの

点滅色が赤から緑に変わることを

確認してください

走行速度を落とします

低速走行またはアイ ドリンク状態で

電源ランプの色が緑から赤に変わる

ことを確認してください

停車 します

停車してから約 3 分後に全ての

ランプが消灯 し動作停止することを

確認してください

圏車を走行させます

※匿～圏で正常に動作 しない場

合は”④振動センサーの感度設

定について”に基づいて切り替

えてください。

※固で車を走行させても電源ラ

ンプの色が緑に変わ らないと

きは振動センサーの感度を高

く設定してください。

※匿でアイ ドリンク状態で電源

ランプの色が赤に変わらない

ときは振動センサーの感度を

低く設定してください。

車を走行させてから数秒後に動作を

開始し電源ランプが点滅することを

確認してください

④振動センサーの感度設定について

ご使用になる車種や取り付ける場所に応 じて切 り替えてください。

振動センサーの感度設定によりA A C・オー トパワー O F F機能が正常に動作しない場

合があります。

Ⅷ3 50．1／ヘリテレ／V－S ENS Eスイッチを押しながら電源スイッチを匝垂］にします
3 5 0 ．1 ／ヘリテレ／ V －S ENS∈イツチを押しながら電源スイッチを

入れます。

操作の度に振動センサーの感度が変更され、設定に応 じて対応するレベル 1 ～

レベル 3 ランプが約 3 秒間点灯 します。

－1 4 －

匿動作を確認します

設定切替後は”③動作確許’に基づいて正常に動作するかどうか確認してください。
※振動センサーの設定状態は通常時もー定間隔で点滅表示します。

●A A C 設定時、車によってはアイ ドリンク中でも警告動作が止まらない場合があります。

そのときは本機の取り付け場所を変更 してみてください。

●車によってはA A C が正常に働かないことがあ ります。そのような車種ではA A C を

囲にしてください。
●A A C を匝三三］にしてもオートパワーO F F 機能は動作します。
●振動センサーの感度を低く設定するとオー トパワーO F F 機能により動作停止状態の

ままになり、車を走行させても動作を再開しない場合があります。

●振動や騒音の激 しい場所などではオー トパワーO F F 機能が正常に動作 しない場合が

あります。そのような状況で長時間駐車する場合は電源を切ってください。

5 ．居眠り防止アシス ト機能

居眠り防止のため、音声による警告を行います。

田デジタル／パス／ナッブスイツチを1秒以上押します。

デジタル／パス／ナッブスイツチを1秒以上押すたびに居眠り防止アシス ト機能

のO N ／ O F Fが切り替わります。

O N 時は”ピピー ツ、居眠り注意 ！”、O F F 時は”ピピーツ、解除しました”と音声

でお知らせ します。

園ランダムな時間毎に音声とアラームランプの点滅による警告を行います。

例”ピピー ツ、居眠り注意 ！”

”ピピー ツ、5 0 キロ未満です】’

●居眠り防止アシス ト機能がO N になっていると、本体の電源を入れた時に”ピピーツ、居

眠り注意 ！”と音声が出ます。

●居眠り警告ボイスは、音量ボリュームの位置に関係なく、常時最大音量での警告になり

ます。

●低速での走行中は警告しないことがあります。

●本機能は、居眠りを未然に検知し完全に防止するものではありません。

運転に際しては、充分な休息をとるよう心がけてください。

●居眠り警告ボイスの中に”ピピーツ、5 0 キロ未満です”のように車速を告げるものがあ

りますが、実際の速度に対 して多少誤差が生 じる場合があります。
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感　 度 点灯ランプ 設定目安

l 3 5 0 ．1／ヘリテレランプ ガソリン車 （感度 ：高）

l 同

低

レベル 1 （緑）

デジタルランプ ディーゼル車 （感度 二高）
レベル 2 （黄） ガソリン章 （感度 ：中）

4 0 7 ／ N システムランプ ディーゼル車 （感度 ：中）
レベル 3 （赤） ガソリン車 （感度 ：低）

消灯 ディーゼル車 （感度 ：低）



6 ．レーダー波を受信すると

走行中レーダー波を受信した場合は警告音及びレーダーランプ、アラームレベルラン

プ（3 5 0 ．1／ヘリテレランプデ ジタルランプ・4 0 7 ／N システムランプ）、アラー
ムランプによりレーダー波の受信をお知らせします。

レーダー波が強くなる（発信源に近づく）につれて警告音及びアラームレベルランプ・

アラームランプの点滅速度が変化します。またステルス波を受信 した場合、通常とは
異なる警告を行います。

R D ／M O D E

アラームランプ

召ぺ顎ゝ
アラ¶ム レベルランプ

●本機はステルス型取締に対して完全に対応するというわけではありません。
先頭を走行する際はくれぐれもこ注意ください。

●通常の電波を受信 した場合でも周囲の状況などによりステルス専用アラームが鳴る場
合があります。
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受信機の使用方法

本機は速度取締連結波（3 5 0 ．1 M H z ）、カーロケ一夕ーシステム（自車位置測定情報シ

ステム）電波、および警察デジタル無線（V H F ／署活系）を受信 し、音声とランプの点滅で

警告 します。受信機能を使用するときは各種レシーバースイ ッチ（4 0 7 ／N システム・3
5 0 ．1／ヘリテレ／V －S E N E S 各スイッチ及びデジタル／パス／ナ ッブスイッチ）に

より受信切替を行ってください。

■取締連絡波（3 5 0 ．1 M H z ）とは

官学

！！ 3 5 0 1 M H z

Y
苧

この電波を受信 して

お知 らせ します

0 ⊂）

速度測定波発射t◆速度記録 → 停止係

■トラップゲー トモー ドとは

周囲で取締（検問等）が行われている可能性が高いことをフラッシュと警告音でお知ら
せします 。

※警告音が鳴っても必ず取締（検問等）が行われているとは限 りません。

警告音が鳴らなくても取締が行われていることもありますのでご注意ください。

■カーロケ一夕ーモー ドとは

G P S による位置データを無線で定期的（間欠）に司令本部に送信するシステム。

［二：：＝：：：：：コ
⊂＝＝＝＝コ

⊂：＝＝＝＝：コ

司令本部

／∠」

この電波を受信 して

接近をお知らせします。

凝
G P S 衛星

く覆面パ トカー、パ トカー等〉

■デジタルロケ一夕ーモー ドとは

1 6 0 M H z 帯の警察無線が受信できます。

■ポリロケ一夕ーモー ドとは

署活系警察無線が受信できます。

■エクセ レン トカーロケ一夕ーモー ドとは

カーロケ一夕ー・デジタルロケ一夕ー・ポリロケ一夕ーの トリプル安信で緊急車輌の接

近検知度がさらに向上

※カーロケ一夕ー・デジタルロケ一夕ー・ポリロケ一夕ーの受信設定を全て ［萱二画 の状態
で使用してください

－1 7 －

通 常 の レー ダ ー 波 ス テル ス波

ア ラ ー ム音

電波 が強 くな る につ れて 鳴 る 間隔 が 】
ステル ス専用音声 ・アラームで警告

短 くな ります 。音 色　 ピ ッ　 ピ ッ します。

但 しメ ロデ ィ を選 択 して い る場 合 、 音声 ”ステルスをキ ャッチ しま

テ ン ポ は変 化 しま せ ん した ”

レーダーランプ 赤 ・緑 色 同 時 の 速 い点 滅表 示 を行 い ま す

受 信 レベ ル
ア ラ ー ム レベ ル ラ ン プ

ア ラ ー ム ラ ン プ
（35D．1′ヘリヘレ・デジタル・407′′′Nシステムランプ）

弱　　 戸　 消 灯
低 速

高 速強

緑

緑 ・責

緑 ・黄 ・赤 （低 速 ）

緑 ・黄 ・赤 （中速 ）

緑 ・藁 ・赤 （高 速 ）



■ヘリテレ無線（ヘリコブター取締無線）とは

ヘリコプターから無線中継所へ送信される電波のことで主に、事件・事故や取締等の

時、上空と地上で連絡を取るために使われています。

無線中継所

畦波を受信して

せします。

日

■N システム（自動車ナンバー自動読取システム）とは
全ての走行車輌を必要に応じてデジタルカメラにて撮影を行う犯罪防止等を目的と

する自動車ナンバー読取装置です。形状がレーダー式取締機に似ていますが、スピー

ド取締機ではありません。

①取締連結波（3 5 0 ．1 M H z ）の受信

冊
一l

匿

電源スイッチを O N にします

3 5 0 ．1 ／ヘリテレ／V －センセスイッチで受信設定を行います

3 5 0 ．1 ／ヘリテレ／V － S E N S 巨スイッチを 1 回押すと、設定状態を 3

5 0 ．1 ランプで確認できます。3 5 0 ．1 ／ヘリテレ／V －S E N S E スイッ

チを 2 回連続で押すことにより、O N ／ O F Fが切り替わり、ON／OF Fの

設定を、音声と3 5 0 ．1 ／ヘリテレランプの点灯／消灯でお知らせします。

※3 5 0 ．1 ／ヘリテレランプは、通常時は消灯しています。

圏受信待ちの状態になります

●取締連結波（3 5 0 ．1 M H z ）を受信すると3 5 0 ．1 ／ヘリテレランプが緑

色に点滅し、受信音声を聴くことができます。

●受信終了後には”ピンポン、取締無線をキャッチしました。注意 してください”

と、音声でお先］らせします。

－1 8 －

（ むカーロケ一夕ーシステムの受信

冊

一l

同
盟

電源スイッチをO N にします

4 0 7 ／N システムスイッチで受信設定を行います

4 0 7 ／ N システムスイッチを 1 回押すと設定状態を4 0 7 ランプで確認す

ることができます。4 0 7 ／ N システムスイッチを 2 国連続で押すことによ

り、O N ／O F Fが切り替わり、ON／OF Fの設定を、音声と407／Nシ

ステムランプの点灯／消灯でお知らせ します。

※4 0 7 ／ N システムランプは、通常時は消灯しています。

恩愛信待ちの状態になります

カーロケ一夕ーシステムの電波を受信すると4 0 7 ランプが赤色に点滅しま

す。また検出状況に応 じて音声でお知らせ します。

●カーロケ一夕ーシステムは全ての緊急車輌に搭載されているわけでもなく、また常

時車車両から電波を出しているわけでもありません。

このような場合は緊急車車両の接近があってもお知らせすることはできません。

●カーロケ一夕ーシステムはデジタル化されており、通話内容を聞くことはできませ

ん。

－1 9 －

受 信 設 定 ＝：こ士
∈ヨノ：：ロ

3 5 0 ．1 ／ ヘ リテ レラ ン プ

O N 取 締 無 線 を 設定 しま した 緑 色

O F F 取 締 無線 を 解 除 しま した 消 灯

受 信 設 定 ユニ【二＝土＝
日戸

4 0 7 ／ N シ ス テ ム ラ ン プ

O N カ ー ロ ケ を 設 定 しま した 赤 色

O F F カ ー ロ ケ を 解 除 しま した 消 灯

受 信 検 出 状 況 二＝ヨニ　　　　　 ＝±：＝E∃　　　　 戸コ

初 回 受 信 ピ ン ポ ン 、カ ー ロ ケ を キ ャ ッ チ し ま し た

再 受 信

接 近 判 定

‡

離 反 判 定

ピ ン ポ ン 、緊 急 車 両 が 接 近 し ま し た

ピ ン ポ ン 、緊 急 車 両 が 遠 ざ か り ま した



⑨デジタルロケ一夕ーモー ド（1 6 0 M H z 帯）・ポリロケ一夕ーモー ド（署活系）の受信

m
一－
↓

園

電源スイッチをO N にします。

デジタル／パス／ナッブスイッチで受信設定を行います

デジタル／パス／ナッブスイッチを 1 回押すと設定状態をデジタルランプで

確認することができます。デジタル／パス／ナッブスイツチを 2 回連続で押す

ことによりO N ／ O F Fが切り替わり、ON／OF Fの設定を、音声とデジタ

ルランプの点灯／消灯でお知らせします。

※デジタルランプは、通常時は消灯しています

匿受信待ちの状態になります

デジタル無線（ 1 6 0 M H z 帯・署活系）を受信するとデジタルランプが黄色に点

滅し、検出状況に応じて音声でお知らせします。

※署活系を受信した場合は’’デジタル無線を”一”著活系無線を”と音声が変わります。

●デジタルロケ一夕ー・ポリロケークーモー ドはデジタル化されており、通話内容を聞

くことはで きません 。

－2 0 －

④ヘリテレ無線の受信

町

－
－

▼
盟

電源スイ ッチをO N にします。

3 5 0 ．1／ヘ リテレ／V －S E N S E スイッチを 1秒以上押 します

操作の度にO N ／ O F F が切り替わり設定を音声でお知らせ します。

※3 5 0 ．1 ／ヘリテレランプは、通常時は消灯 しています

圏受信待ちの状態になります

●ヘ リテレ無線を受信すると3 5 0 ．1 ／ヘリテレランプが赤色に点滅 し、受信

音声を聴くことができます。

●受信終了後には”ピンポン、ヘリテレ無線をキャッチ しました。注意 してくださ

い”と、音声でお知らせします。

⑤N システムの受信

且 4 0 7 ／N システムスイッチを 1秒以上押します

操作の度にN システムの受信のO N ／ O F F が切り替わり設定状態を音声で
お知らせします。

※4 0 7 ／N システムランプは、通常矧ま消灯しています

圏受信待ちの状態になります

●N システムを受信すると 4 0 7 ／N システムランプが緑色に点滅し、”ピンポ

ン、N システムをキャッチしま した。”と、音声でお知らせします。

－2 1 －

受 信 設 定 コココニ＝±＝
日ノ：：コ

デ ジ タ ル ラ ン プ

O N デ ジ タ ル 無 線 を 設 定 しま した 黄 色

O F F デ ジ タ ル 無 線 を 角牢除 しま した 消 灯

受信 検出状況 音声（1 6 0 M H z 帯）

初回受信 ピンポン、デジタル無線をキャッチしました

再受信

接近判定
‡

離反判定

ピンポン、緊急車両が接近しました

ピンポン、緊急車両が遠ざかりました

受 信 設 定 ココニ＝±＝
E∃戸コ 3 5 0 ．1 ／ヘ リテレランプ

O N ヘ リテ レ無 線 を 設 定 しま した 赤 色

O F F　 ⊇ヘ リテ レ無 線 を 解 除 しま した 消 灯

受 信 設 定
＿＝：こ＝±＝
日戸 4 0 7 ／ N システム ランプ

O N N シ ス テ ム を 設 定 しま した 緑 色

O F F N シ ス テ ム を 角牢除 しま した 消 灯



⑥N システムの受信感度切替

［∃ 4 0 7 ／Nシステムスイッチを押しながら電源スイッチを匝垂］にします
4 0 7 ／ N システムスイッチを押しながら電源スイッチを入れます。

操作の度にN システムの受信感度が変更されます。

⑦トラップゲー トモー ドでの受信アラーム
複数の警察無線を受信した場合、取締り（検問）の可能一l肋ミ高いと判断し、T R A P ラ
ンプを含む全てのランプがフラッシンクし、専用アラーム看でお知らせします。

⑧デジタル受信とヘリテレ無線のパスメモリー機能

デジタル受信とヘリテレ無線については常時受信してしまう任意のチャンネルをパ

スメモリー登録し、受信対象から外すことができます。これにより地域ごとに異なる

常時使用チャンネルの受信を回避できますので効率的・実用的なデジタル無線とヘリ

テレ無線の受信検出ができます。

［∃

1
園

デジタル無線またはヘ リテレ無線を受信 します

1 5 秒以内にデジタル／パス／ナツブスイツチを 1秒以上押 します

先ほど受信したデジタル無線またはヘ リテレ無線の受信チャンネルをパスメ

モリーに登録します。

全てのデジタル無線、ヘリテレ無線チャンネルについて登録ができます。

登録が完了すると、”パスメモリーを設定しました。’’と音声でお知らせします0

デジタル無線、ヘ リテレ無線を受信 していない状態で上記の操作を行います

と、居眠り防止アシス ト機能の設定操作となりますのでこ注意ください。

圏受信待ちの状態になります

登録されたチャンネルは以後のスキャンでパスされますので受信しません0

※パスメモリーに登録した受信チャンネルは一つずつクリアすることはできません。

デジタル／パス／ナッブスイツチを押しながら電源を匝亙］にすることにより全て
のパスメモ リーをクリア します。その際、”パスメモリーを消去 しました”とお知 らせ

します。

－2 2 －

④ゴーストアラームカット機能

G P S 機能を利用 し、自動 ドアなど不要な電波によるレーダー誤動作発生位置を自動的

に登録・動作 します。自動登録のほか、手動操作による登録も可能です。

（ 1）ゴース トアラームカッ トエリアの登録

毎日の通勤路や、よく通行するルー トの走行時に設定 してください。

皿

l

園

－
－
⊥

画
過

メモ／クリア／カットスイッチとレーダー／モードスイッチを押 しながら電源スイッ

チを［萱垂］にします
”ポーン、不要な電波を削除します’’と音声でお知 らせします。

この時点では、まだコース トアラームカットは機能しません。

電源［亘頭 から6 0分間にレーダーを受信したエリアを仮登録します
仮登録時には、”ポーン、不要な電波を削除します”と音声でお知らせします。

電源［亘頭から6 0 分が経過するど ピンボーン、解除しました”と音声でお知ら
せし、通常動作に移行します。

レーダー受信状況により自動で本章録します

仮登録されたエリアのレーダー受信状況から判断して本登録します。

本登録されるど ポーン、不要な電波を肖り除します”と音声でお知らせします。

（ 2 ）手動による登録方法

冊
一
l

園

レーダー受信中にメモ／クリア／カットスイッチを1秒以上押します

”サーチします’’と音声でお知らせします。

現在位置周辺をゴース トアラームカットエリアとして本登録します

現在位置から半径4 0 0 m の範囲をコース トアラームカッ トエリアとして本登

録します。

登録完了時には、”ボーン、不要な電波を肖り除します”と音声でお知らせします。

現在位置を測位できなかった場合は、”G P S を測位できません” と音声でお矢口

らせ します。

（ 3 ）ゴース トアラームカット動作

本登録されたコース トアラームカットエリアでは、レーダー受信時にアラーム言出力

を停止 します。
アラームランプの点滅によりコース トアラームカッ ト動作中であることをお知 らせ

します 。

－2 3 －

感 度 ココニ　　 ＝±＝日　　 戸コ

高 N ，ス ー パ ー モ ー ドを 設 定 し ま した

低 N ，ノ ー マ ル モ ー ドを 設 定 し ま した



（ 4 ）ゴース トアラームカットエリアの消去

t 匡E匹≡匡■

皿ゴース トアラームカット動作中にメモ／クリア／カットスイッチを 1 秒以上押します

J
園ゴース トアラームカットエリアを消去します

冊

一
l

同
風

レーダー／モー ドスイッチ、3 5 0 ．1 ／ヘリテレ／V －S E N S E スイッチ、メモ／クリア／

カットスイッチを押しながら電源スイッチを［亘垣］にします

すべてのゴース トアラームカットエリアを消去します

●仮登録されたエリアの走行時、または手動登録時に、設置型あるいはネズミ捕りなどの速

度取締によるレーダー波を受信した場合に誤ってコース トアラームカットエリアとして

本登録することがあります。この場合は、手動での消去操作を行ってください。

●仮登録されたエリアは、3 0 日間レーダー受信が発生しなかった時点で自動的に仮登録

を角牢除されます。

－2 4 －

G P S 測位機能について
G P S とは地球の衛星軌道上にある2 4 個の人工衛星からの信号を利用し位置情報

を算出するシステムです。

本機ではこのシステムを利用して自重位置を測定し、あらか じめ登録されている取締

機および取締ポイン トの位置情報との照合を行います。これにより電波が発射されず

従来型のレーダー探知機では警告することのできなかったループコイル式や光電管

式の取締機についても警告を行うことができます。また新たに設置された取締機や取

締ポイントについても3 0 ケ所まで登録することが可能です。

①G P S 機能の使用

皿

l

凰

電源スイッチをO N にします。

G P S 測位を開始します

●G P S ／B A T T ランプが緑色 に点滅 しG P S サーチ中であることが表示さ

れます。

※赤・緑色同時に点滅する場合はG P S 機能がO F F の設定 になっているか、電

池電圧が低下 しています。G P S 機能をO N にするか（一P 3 3 参照）付属のカー

電源コー ドで充電を行った上で再度電源を入れ直 してください。

団G P S 測位の完了を待ちます
●G P S 測位が確定するとG P S ／B A T T ランプが消灯 し、音声で測位完了を

お知 らせ します。

”ポーン、G P S を測但 しました ”

●G P S 測位を完了し、G P S ／ B A T T ランプが消灯した状態でないと G

P S 警告機能は動作することができません。

●初めて使用する場合などは測位が完了するまでに時間のかかることがあ
ります。そのような場合は遮蔽物のない場所で車を停車するなどして測位

を完了させてください。

－2 5 －



園レーダー／モー ドスイッチで受信設定を行います

警告の対象とする道路種を設定 します。

レーダー／モー ドスイ ッチを 1 秒以上押す度にモー ド設定が切 り替わり、音声で

お知 らせします。

※ハイウェイ／シティランプは通常時点滅して設定状態を表示 します

■l国琵I

●走行中にG P S 測位ができなくなった場合は、G P S ／ B A T T ランプが

点滅 し、測位できないことをお知らせします。

この場合G P S 警告を行うことはできませんのでご注意下さい。

再度G P S 測位を完了した時点で、G P S ／ B A T T ランプは消灯します。

－2 6 －

②G P S 警告動作
本製品 にあらか じめ登録されている取締機及び取締ポイン ト（プリセ ットポイン ト）、

ユーザー取締ポイン ト、オリジナルポイン トに接近すると音声、及びアラームランプ ・

アラームレベルランプでお知 らせ します。

（ 1）取締機に対する警告動作
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最大2 k m 手前

トラップランプが点滅 し、音声で警告 します。

例） ”取締機 に接近 しま した。”

トラップランプの点滅は取締機を回避するまで続きます0

約1 k m ～ 5 0 0 m 手前
アラームランプ・アラーム レベルランプが点滅 し音声で警告します0

例） 】】ポーン、1キロ先の一般道路、L H システムに注意 してください。”

一定時間毎に音声で警告します
アラームランプ・アラームレベル ランプが取締機のとの距離に応 じて点滅 し、音

声で警告します。

例） ”ポーン、L H システムに注意 してください。”

5 0 0 m ～ 2 0 0 m 手前

音声で警告 します

例） ”ポーン、5 0 0 m 先の一般道路、」H システムに注意 してください0”

2 0 0 m 手前～通過まで

音声で警告を繰り返 します

例） ’’注意 してください。危険です。危険です。”

通過後

音声でポイン ト通過時の速度をお知らせ します

例） ’’通過速度は 8 0 キロ未満です”
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モー ド
ハイウェイ′／

シティランプ
警 告対 象

－
コ±こ　 ±日　 戸コ

A L Lモ ー ド 赤・緑色同時 全 て の 登 録 済 み 取 締 機 オールモー ドを設定 しま した

高 速 モ ー ド 赤 色 高 速 道 路 に 設 置 さ れ た 取 締 機 高速 モ ー ドを設 定 しま した

一 般 モ ー ド i 緑 色 一 般 道 に 設 置 さ れ た 取 締 機 一般 モ ー ドを設 定 しま した



●通過速度は通過後にも参照することが可能です。
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ミュー ト／スピー ドスイッチを 1秒以上押 します。

音声で最も最近に取締機を通過 した時の通過速度を知らせ します。

※動作開始後、通過履歴のない場合はお知 らせできません。

ちょっと一言

●距離内容は距離に応 じて”1 キロ以内”・”5 0 0 m 以内’’と変わ ります。

●道路種内容はポイン トの設置されている道路により”一般道路”または”高速道
路】’となります。

●取締機の内容はポイン トにより識別 し、お知らせ します。

取締機の種類 二」H システム・H システム「ループコイル式オービス・

レーダー式オービス・N H システム

●アラームレベルランプは距離に応じて下記のように点滅します。

●通過速度は 6 0 キロ未満から 1 5 0 キロ以上まで、1 0 キロ刻みでお知らせ し
ます。

●トンネル直後の取締機については、トンネル進入前に音声でお知らせします。

例）”ポーン、トンネル出口の一般道路、」H システムに注意してください”
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（ 2 ）取締ポイン トに対する警告動作
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約1 k m ～5 0 0 m 手前

トラップランプが点滅 し、アラームランプ・アラームレベルランプが点滅 し音声

で警告 します。

例） ”ポーン、検問に注意 してください。”

一定時間毎に音声で警告します

トラップランプが点滅 し、アラームランプ・アラームレベルランプが取締機のと

の距離に応 じて点滅 し、音声で警告します。

例） ”ポーン、検問に注意 してください。”

5 0 0 m ～ 2 0 0 m 手前

トラップランプが点滅し、音声で警告 します

例） ”ポーン、検問に注意 してください。”

（ 3 ）ユーザー取締ポイントに対する警告動作
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約1 k m ～ 5 0 0 m 手前

トラ ップランプが点滅 し、アラームランプ アラーム レ／ベルランプが点滅 し音声

で警告 します。トラップランプは警告中、点滅 し続けます。

例） ”ピピー ツ、検問に注意 してください。”

一定時間毎に音声で警告 します

アラームランプ・アラーム レベルランプが取締機のとの距離に応 じて点滅 し、音

声で警告 します。

例） ”ピピー ツ、検問に注意 してください。”

5 0 0 m ～ 2 0 0 m 手前

音声で警告します

例） ”ピピー ツ、検問に注意 してください。”

一定時間毎に音声で警告します

音声で警告を繰り返 します

例） ”ピピー ツ、検問に注意 して ください。”

2 0 0 m 手前
苗声で警告 します

例） ”ピピー ツ、検問に注意 して ください。”
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距 離 （m ） ア ラ ー ム レベ ル ラ ン プ ア ラー ム ラ ン プ

1 2 0 0 ～ 8 0 0 緑 低 速

Ⅰ

高 速

8 0 0 ～ 6 0 0 緑 ・黄

6 0 0 ～4 0 0 緑 ・黄 ・赤 （低 速 ）

4 0 0 ～ 2 0 0 緑 t黄 ・赤 （中 速 ）

2 0 0 以内 緑 ・黄 ・赤 （高 速 ）



（ 4 ）オリジナルポイントに対する警告動作
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約1 k m ～5 0 0 m 手前

アラームランプ・アラームレベルランプが点滅 し音声で警告 します。

例）”ボーン、1キロ以内のオリジナルポイン トに注意 して ください。”

一定時間毎に音声で警告します

アラームランプ・アラームレベル ランプが取締機のとの臣巨離に応 じて点滅 し、音

声で警告します。

例） ”ポーン、オリジナルポイン トに注意 して ください。”

5 0 0 m ～ 2 0 0 m 手前

音声で警告 します

例） ’’ポーン、5 0 0 m 以内のオ リジナルポイン トに注意 してください。”

2 0 0 m 手前

音声で警告 します

例） ”注意 して ください。”

●G P S 警告の開始後、車の走行速度が低い状態では自動的に警告ボイスをカットし
ます。

●警告ボイスはG P S の測位状況により発生 しない場合があります。

●警告開始後、危険が回避された場合（横道にはいるなど方向転換した場合等）は警告

動作を終了 します。
●警告開始後一定時間経過しても通過に至らない場合警告を終了することがあります。

●本機ではレーダー受信よりもG P S 警告を優先 します。
このためアラームランプ・アラームレベルランプともG P S 警告中はG P S 状態の

優先表示となり、レーダー受信アラームも鳴りません。

レーダー受信状況はレーダーランプの点滅で確認することができます。
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⑨ユーザー取締ポイン ト、オ リジナルポイン トの登録
本製品は新 しく設置された取締機やよく取締の行われているポイン トなど、任意の地

点を 3 0 ケ所 までユーザー取締ポイン ト、またはオ 1」ジナルポイン トとして登録する

ことができます。

（ 1）ユーザー取締ポイン トの登録
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メモ／クリア／カットスイッチを1秒以上押 します

”サーチします”と音声でお知らせ し、G P S 測位を開始 します。

G P S 測位が完了 していない状態では操作することができません。

ユーザー取締ポイン トが登録されます

ユーザー取締ポイン トが登録されます。G P S の測位状況によ っては最長 2 0 秒

かかる場合があ ります。

登録完了時 ”設定しました”と音声でお知 らせ します

G P S 測位が完了しなかった場合、登録失敗となります。

この場合’’G P S を測位できません”と音声でお知らせします。

圏受信待ちの状態になります
登録 したポイン トは次回接近時にユーザー取締ポイン トとして警告します。

（ 2 ）オリジナルポイン トの登録
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メモ／クリア／カットスイッチを短く押します

’’サーチします”と音声でお知らせし、G P S 測位を開始 します。

G P S 測位が完了 していない状態では操作することができません。

オリジナルポイン トが登録されます

オリジナルポイン トが登録されます。G P S の測位状況によっては最長 2 0 秒か

かる場合があります。

登録完了時 ”オリジナルポイン トを設定 しました”と音声でお知らせ します

G P S 測位が完了しなかった場合、登録失敗となります。

この場合”G P S を測位できません”と音声でお知らせします。

恩愛信待ちの状態になります
登録 したポイン トは次回接近時にオリジナルポイン トとして警告 します。
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ユーザー取締ポイントとオリジナルポイントはあわせて最大 3 0 ケ所登諒可能ですが、

それ以上登録する場合は登録後の接近頻度の最も少ないポイン トを消去した上で新

しいポイン トを登録 します。

④ユーザー取締ポイン ト、オリジナルポイントの消去
ユーザー取締ポイン ト及びオリジナルポイン トを個別に消去するには、それぞれのポ

イン トの G P S 警告中に消去操作を行います。又、全てのユーザー取締ポイン ト及びオ

リジナルポイン トを一括消去することもできます。ユーザー取締ポイン ト及びオ リジ

ナルポイン トを消去した場合再度復活させることはできませんのでこ注意ください。
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ユーザー取締ポイン ト、またはオリジナルポイン トのG P S 警告中にメモ／クリ

ア／カットスイッチを 1秒以上押します

ポイン トデータを消去します

ユーザー取締ポイン トの場合は”消去しま した”、オ リジナル ポイン トの場合は”

オリジナルポイン トを消去 しま した”と音声でお知 らせ し、ポイン トデータが消

去されます
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メモ／クリア／カッ トスイッチとミュー ト／スピー ドスイッチを押 しながら電

源スイッチを垣亙］にします

すべてのポイントデータを消去 します

”オ リジナルポイン トを消去 しました”と音声でお知らせ し、全てのポイン トデー

タを消去 します
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⑤G P S アラームカットの設定・消去

頻繁に走行するなどしてよくわかっている取締機については、アラームカット登

録を行うことで接近時の音声警告をカットすることができます。アラームカッ ト

登録を行った場合でもアラームランプ、アラームレベルランプによる警告表示は

通常通り行います。
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メモ／クリア／カットスイッチを 1秒以上押 します

登録済みの取締機のG P S 警告中に、メモ／クリア／カットスイッチを 1 秒

以上押します。

アラームカット登録を行います

”設定しました”と音声でお知らせし、アラームカット登録がされます

※アラームカット登録を解除するには、アラームカット動作中に再度メモ／クリア／

カットスイッチを 1 秒以上押します。操作後通常通りの音声警告が復活します。

⑧G P S 機能の解除
G P S 機能を必要としない場合などにG P S 機能を解除することができます

皿レーダー／モー ドスイッチを押 しながら電源スイッチをO N にします

操作の度にG P S 機能のO N ／ O F F が切り替わり、設定状態を音声でお知

らせ します。

※G P S 機能を解除した場合 G P S ／ B A T T ランプは赤・緑色同時の点滅となり、

G P S が機能していないことを示 します。

またこの場合、ハイウェイ／シティランプは消灯 します
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設 定 状 態 コ±二　　　　　 ＝土＝E］　　　 ノ＝＝q

O N G P S を 設 定 し ま し た

． 0 F F　 弓　 G P S を 解 除 し ま し た



（ カセキ ュリティモー ド

駐車中、アラームランプの点滅で簡易的な威嚇動作を行うことができます。振動を検出

した場合はT R A P ランプも点滅 して威嚇 します。

且3 5 0 ．1 ／ヘ リテ レ／V － S E N S E スイ ッチ と4 0 7 ／ N シス テムスイ ッチ

を押しながら電源スイッチを［亘亘］にします
操作の度 にセキュリテ ィモー ドの O N ／O F Fが切り替わります。設定状態は動

作開始時のT R A P ランプで確認することができます。

●セキュリティ動作はオー トパワー O F Fした場合の駐車中に行います。電源スイッ
チが［亘二E □の状態では機能 しません。

●セキュリティモードが［萱二可で、G P S機能を匡王二日にして使用している場合やG
P S 測位を一度も完了 していない場合の馬主車中は常にセキュリティ動作を行います。

●セキュリティモードが［亘団でG P S測位が完了している場合は夜間のみセキュリ
ティ動作を行います。

●セキュリティモー ド中は電池の消禾毛が激しくなりますので、あらかじめカー電源コー

ドを使用し十分な充電を行ってからセキュリティモードの設定を［亘団にしてくだ
さい。
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■8 ．故障とお考えになる前に・・・・・・・・－
ご使用中に異常を感じたときは故障と思われる前に下記の点をお確かめください。
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設 定 状 態 コ±　　 ＝土＝日　　 戸コ T R A P ラ ン プ

l O N セ キュ リテ ィを設 定 しま した 点 灯

O F F セ キュ リテ ィを解 除 しま した 消 灯

症　　　 状 原　　　　 因

電源が入らない ●電池が消耗している
一カー電源コードで充電してください

●オー トパワーオフ機能が働いている

一振動センサーの感度を高く設定してください（一 P 1 4 ）
●電源スイッチが 匝垂二1になつていない

充電ができない ●太陽光が十分でない
一カー電源コー ドで充電できるか確認してください

●カー電源コー ド内部のヒューズが切れている

一新しいヒューズと交換してください
●電池の寿命
一力一電源コー ドで使用してください（→ P 9 ）

受信しない ●電源が入っていない
（毒がでない） ●音量が小さい

●受信感度の設定がノーマルモードで電波の弱い場所にいる

一レーダー受信感度をより高感度に設定してください
● A A C がはたらいている

一振動センサーの感度を高く設定してください（一P 1 4 ）

● G P S 測位が確定していない（一 P 2 5 ）
●取締機がマイクロ波を使用したレーダー式取締機ではない
●取締準備中または終了後などでレーダー取締機に電源が

入っていない

取締以外で警告が出る ●取締レーダー波と同じ周波数のマイクロ波を使用している

機器の影響
∃●バッテリローアラームが鳴っている

一カー電源コー ドで1 0 時間以上充電してからこ使用ください
（一 P 9 ）

取締現場で連結無線が ●取締現場で常に無線による連結が行われているわけでは

受信できない ありません

デジタル無線を受信し ●お車からの影響や、周囲の状況により受信 したままにな

たままになる る場合があります
一デジタル受信のパスメモリー機能をこ使用ください

（一 P 2 2 ）



◆G P S 部
受信周波数・‥‥‥・

オービス登録地点‥
取締ポイン ト‥‥‥

ユーザー登録地点‥

◆レーダー部

受信周波数 ‥‥‥‥
受信方式・・‥・‥‥・

受信感度‥・‥‥・‥

◆レシーバー郡
安信周波数‥・‥・

受信方式‥‥‥‥
その他‥‥‥‥‥

◆外観／一般

電源電圧・‥‥‥・

動作温度範囲‥‥
外形寸法‥・‥‥・
重量‥‥‥‥‥‥

9 ．主な仕様

‥1 ．5 G H z 帯
・・約6 5 0 ケ所

‥登録済み
‥最大3 0 ケ所

・ X バン ド／ K バン ド

・ ダブルスーパーヘテロダイン
・ X バン ド ー 1 1 0 d B m ／エクス トラモー ド

K バン ド ー 1 0 5 d B m ／エクス トラモー ド

・ V H F 帯／U H F 帯

・ ダブルスーパーヘテロダイン
・ N システム（赤外線）

・ D C 3 ．6 V 充電池（本体内蔵）
D C 1 2 V 夕帽B電源（充電器兼用）

・ － 1 0 ℃一－＋6 0 ℃

・ 7 6（W ）× 1 1 5（D ）×3 1（H ）m m（突起部を除く）

・ 本体 1 8 0 g
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●保証規定
1 ．保証期間内（お買い上げ日より1年間）に正常なる使用状態において万一故障 した場

合には無料で修理いたします。

2 ．保証期間中に修理を依頼される場合は製品に保証書を添えてお買い上げ販売店に修

理を依頼してください。

3 ．次のような場合は保証期間内でも有料修理になります。

（ イ）使用上の誤り、製品に改造を加えた場合や当社指定のサービス店以外で修理され

た場合

（ □）お買い上げ後の輸送、移動、落下等による故障及び損傷。

（ ハ）火災、地震、水害、公害、異常電圧、指定外の電源使用（電圧・周波数）及びその他天

災地変などによる故障及び損傷

（ 二）保証書のこ提示がない場合

（ ホ）保証書の指定事項の未記入、あるいは字句を書き換えられた場合

4 ．保証書は日本国内において有効です。

■保証、アフターサービスについて
●保証期間はお買い上げ目から一年間です。

保証書（本書に刷り込まれています）は必ず「お買い上げ日・販売店」などの記入をお確

かめのうえ販売店から受け取っていただき、内容をよくお読みの後、大切に保管して

ください。

●修理を依頼されるときはまず配線の状態及び操作方法に間違いがないかどうかよく

調べていただき、それでも異常のあるとき修理依頼してください。

■保証期間中は：保証書を添えてお買い求めの販売店までこ持参願います。保証書の記

載内容に基づいて修理させていただきます。

■保証期間が過ぎているときは：お買い求めの販売店にご相談ください。修理により製

品機能が維持できる場合はこ希望により有料で修理させていただき

ます。

●あらかじめご承知いただきたいこと‥・

修理のとき一部代替品を使わせていただくことや修理に変わって同等品と交換させ

ていただくことがあります。また出張による修理や取り外 し、取り付けは－切いた し

ませんのであ らか じめ ご了承 ください。

●商品についてのお問い合わせは・‥

マルハマサービス フリータイヤル 0 1 2 0 －0 8 － 1 1 1 4

携帯電話よりおかけの方は T E J O45－251－2687


